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令和３年度 荒川区中学校ソフトテニス春季大会表彰者 

 

 ４月２４日（土）に個人戦、２５日（日）に団体戦が行われ、以下の成績により表彰を受けましたの

でお知らせいたします。 

個人戦 

成績 出場選手 

第３位 小川 祐真（３Ｄ）・家根 優太（３Ｂ）組 

第３位 島崎 幸大（３Ｃ）・余語 玲羅（３Ｃ）組 

団体戦 

成績 出場選手 

第１位 
小川 祐真（３Ｄ）・家根 優太（３Ｂ）・島崎 幸大（３Ｃ）・余語 玲羅（３Ｃ）・ 

古橋 創人（３Ｂ）・佐々木 翔悟（３Ｄ）・林 優樹（３Ｄ）・三國 敬吾（２Ａ） 

 

 

保健体育の授業で運動会練習が本格的に開始 

 

 保健体育の授業では、以前から少しずつ運動会に向けた練習は行われていましたが、先週か

らは本格的な練習が開始されました。 

 本校の運動会では、競技による勝敗だけではなく、むしろ体操・行進やプログラム中の男子マ

スゲーム・女子ダンスなどの集団演技にも重きを置いています。 

 なぜなら、競い合う中でも、敵味方関係なく集団としていかに美しく・力強く・息の合った表現が

できるかに取り組むことにより、互いの特徴を理解し合い自分を集団の動きに同調させ、第三中

学校の一員としての自覚が高まるからです。 

 １年生の中には、ラジオ体操を覚えていない子どももお

り、また行進する自分の姿勢を不自然に感じるなど、緊張

する保健体育の授業が続いています。しかし、２・３年生

と合同で練習し始めると、先輩たちが一生懸命ラジオ体

操を演技として表現していることに驚いたり、不自然と感

じる姿勢で行進している姿が集団として美しいと感じた

りすることにより、第三中学校の運動会を理解していくこ

とになります。 

 今年度のスローガンが、運動会実行委員会の中で「一生懸命はかっこいい」と定めました。結

果よりも取り組む姿勢に重点をおいた、とてもいいスローガンです。 

 日常でも、あまり技能のうえで上手ではないけど真面目に部活の練習をしていたり、思ったほ

どの点数はとれなくても真剣に勉強したりしている姿を軽視したり、笑いの種にしたりする行為は

決して許されるものではありません。「前向きに、必死に、一生懸命頑張ろうとしている過程が価

値あるものであり、人の心を打つものだ。」 

そこに着目したスローガンであり、運動会実行委員会の質の高さを感じました。 

三中だより                                  

令和３年度 ５月号 

令和３年５月１９日発行 

荒川区立第三中学校 

（学校通信 Ｎｏ．３） 

校長  小 柴 憲 一 



2 

 

全校朝礼の話より（自治活動がより活性化されるために） 

 

 ５月８日（土）６校時に生徒総会が行われました。 

 その質疑の中で、生徒会本部に対して「昼休みの体育館・校庭開放をしてほしい」という要望が

ありました。生徒会本部としては、「先生方に案を提出してみます」という回答だったのですが、そ

れに対して「いつまでか」という追質問があり、生徒会本部は「今月中です」と公約をしました。 

 本校では、昨年度から新型コロナウイルス感染症に伴う様々な影響から、昼休みの体育館や校

庭の開放を中止していました。そこには、開放してあげたいけどできない多くの理由があるから

であり、生徒会本部が「案を提出する」とは言っても、課題を解決する案を作成するのは大変困

難であると考え、５月１７日（月）の全校朝礼で、各教室で担任にスライドを展開してもらいながら、

以下のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日はスライドを見てもらいながら「企画・計画を立てると

いうことは」についてお話しします。先日の生徒総会で、昼休

みの体育館・校庭開放について要望があり、本部からは「今

月中に先生方に提案をする」という発言がありました。これ

は、ある意味、公約をしたわけであり、生徒会本部は自らを

崖っぷちに追いこみ、背水の陣を覚悟で逃げられない状況を

作り上げるという、勇気ある言動だったと思います。失敗して

もいいのが学校ですが、少しでも、生徒会本部、またこれか

らの皆さんの生活に役立てばと思い、今後のことについてお

話しします。 

さて、今回は「昼休みの体育館・校庭開放」ですが、企画や

計画を立てるというのは、委員会の活動、学年・学級の取組

み、班行動計画、運動会実行委員会の活動、個人の学習計

画などなど大きい集団から個人に至るまでたくさんあります

ので、どのような順序で考えるのか、そして大切なことは何か

についてよく理解しておいてください。 

第一に、何のためなのかをはっきりとさせてください。つま

り「なぜ」「どうして」と言われないように、また尋ねられたらす

ぐに答えられるようにしてください。これを目的と言います

が、今回は生徒会の活動として動くわけですから、そもそも

「生徒会本部や専門委員会の活動目標のどれを達成するた

めなのか、あるいは近づくためなのか」が明らかになっていな

いと、根拠がないと言われてしまいます。 

また、目的がはっきりと示されていないと、組織の場合これ

を全員が同じように理解していないということになりますか

ら、例えば、何のためにやっているのかについて、それぞれが

勝手な解釈になってしまい、問題発生の原因をつくってしま

うことになります。さらに、何かトラブルがあったときに、何の

ためにやっていたのかという原点に立ち戻れないため解決方

法が見いだせず、問題が発生したときに対処することができ

なくなってしまいます。しなかった、あるいは実施できなかっ

たのかを考えると、重大な課題が見えてくると思います。 
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  今後、生徒会本部の子どもたちが、様々な課題の解決を図れるしっかりとした企画書を作成し、

「昼休みの校庭・体育館開放」の実現に至り、子どもたち全員が企画通りに行動できたとするなら、

第三中学校の自治力は更に高い次元に成長するでしょうし、３年生の成果として後輩たちに受け

継がれていくものと思われます。 

第二に、課題です。この場合、課題とは、「計画を進める上

で、解決しなければならない問題」と理解してください。その

課題に対してその策を十分にとっておく必要があり、それが

しっかりしているとトラブル防止策になり、「リスクマネジメン

トができている」と社会では評価されます。生徒数は約５００

人いますし、いろんな生徒がいるのは十分に分かっていると

思いますが、ほかにも、課題があります。ヒントとしては、なぜ

今まで実施しなかった、あるいは実施できなかったのかを考

えると、重大な課題が見えてくると思います。 

第三に、問題が起きてしまったらどうするかを考えておくこ

とです。「問題は起きないだろう」と考えて実行する組織は脆

弱な組織で、社会的信頼を得ることはできません。「このよう

な問題が起きたらこうする」「想定外の問題が起きたら、まず

こうしてから、こうやっている間に策を考えることにする」「そ

れでも、同じような問題の発生を止められなかったらこうす

る」などを考えておくことです。問題が起きてしまったときは、

組織はダメージを受けます。それは仕方がありません。しかし

そのダメージを最小限にとどめることを、社会ではクライシ

ス・マネジメントと言います。 

最後に、皆さんよーく思い出してください。あのとき、質問

者は最後に「生徒会の皆さんよろしくお願いします」と言いま

した。多分、「生徒会本部が今月中に先生方に提案するとい

うことを分かってあげてください」というような意図だったと

思います。しかし、「生徒会本部の皆さん」と、あえて言わなか

ったのは、企画を立てるのは、皆さんの投票で選ばれた生徒

会本部がするのでしょうが、仮に、先生方の承認を得て実行

することになった場合、生徒会の皆さんにも責任は生じること

になりますよ、という意味も込められていたのではないかと

思います。ですから、生徒会本部としては、一人一人が自覚

できるような、「生徒会本部から生徒会へのインパクトのある

メッセージ」が重要になります。それを「周知する」と言いま

す。 

とても遠回しな言い方をしましたが、実は、私は期待してい

るのです。なぜなら、望ましい姿にできないかと取り組んでい

るのですし、私ができなかたっことを生徒会の皆さんがやろ

うとしているのですから、私を越えてもらえればこれほどうれ

しいことはありませんし、そうやって「社会を構成する一員と

しての資質」は高まっていくのです。皆さんの健闘を心底から

期待しています。 
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４月の e ライブラリの活用状況 

 

 教員のＩＤ・パスワードでログインすると、教科別や個人別の活用状況を閲覧することができます。個人
別の活用状況では「確認テスト 実施回数」「ドリル学習 学習回数」「解説教材・確認問題 学習回数」を

把握することができます。 

 確認テスト：主に単元に１つあり、その単元の習熟の程度を確認するため単元全体を網羅するだけの問

題数があります。したがって、実施するにあたっては、ある程度まとまった時間が必要です。 

 ドリル学習：１回分が１問程度でできているので、問題によっては１分もかからず１回分を終えることがで

きます。 

 解説教材・確認問題：単元の解説があり、解説ごとに確認の問題があるので、よく理解できなかったとき

や、まだ学習していない単元に対して予習として取り組むことができます。これも、「確認テ

スト」同様に、ある程度まとまった時間が必要です。 

 それぞれの実施回数や学習回数の上位から５番目までの結果は以下の通りです。 

順

位 

確認テスト  順

位 

ドリル学習  順

位 

解説教材・確認問題 

学年 実施回数  学年 学習回数  学年 学習回数 

１ １ ９  １ １ １４５  １ ２ １６ 

２ ３ ６  ２ ２ １１３  ２ １ １２ 

３ 
１ ２（４名）  ３ １ ６９  ３ ３ ９ 

２ ２（１名）  ４ １ ５０  
４ 

１ ８（３名） 

４ ３ １（１名）  ５ ３ ４６  ２ ８（２名） 

 ５月初旬に定期考査があったため試験勉強で活用した子どももいると思いますが、前回の「三中だより」

でもお知らせしたとおり、「毎日決まった１５分間」と「ドリル学習だったら毎日３つ以上」を目安に継続する

ことが大切であることをご家庭でもお話しいただけると幸いです。 

 

 

汐入郵便局前のプランターへの水やり 

 

 本校では、昨年度、生徒会本部の活動として、三中で植えた花のプランターを６基、汐入郵便局の前に
置かせていただけきました。平日は、郵便局の職員の方に世話をしていただくことになってしまうのですが、

休業日は本校の生徒が水やりを行っています。 

 今年度、１学期の夏休みまでの水やりを、２年生のボランティア活動として当番が決定しましたので、ゴー

ルデンウィーク後からの担当の子どもをお知らせいたします。終業式後は本校に持ち帰り、夏休み期間は

本校で水やりをいたしますが、その担当の子どもも決まっています。 

５月 
８（土） ９（日） １５（土） １６（日） ２２（土） ２３（日） ２９（土） ３０（日） 

緒方かれん 下條 櫻奈 張 睿洹 小原 ゆい 矢野 一杏 井上 里菜 田尻 夏葵 宇田 一稀 

６月 
５（土） ６（日） １２（土） １３（日） １９（土） ２０（日） ２６（土） ２７（日） 

横山 優美 松野ほのみ 清水 百音 飯塚 葵 鈴木 莉梛 山下 千鶴 福田 杏菜 中島 美空 

７月 
３（土） ４（日） １０（土） １１（日） １７（土） １８（日） 夏休み期間の担当の子どもは

後日お知らせいたします。 加藤 愛子 高羽 桃葉 朝倉 佳奈 神代 陽菜 朝日 花怜 諸橋 綾奈 

 

 

夏季総合体育大会に向けて 

 

 ３年生にとっては最後の大会になるかもしれない「夏季総合体育大

会」が始まります。 

 荒川区では、緊急事態宣言中でも「大会等への出場については、

既に日程が決定しているものは出場を可とする」としています。 

そこで、本校では子どもの出場にあたりましては、保護者の方のご

同意を確認させていただきますのでよろしくお願いいたします。 


